第３学年道徳指導案
１　主　　題　本当の思いやりって〈B―（６）親切・思いやり〉

２　資 料 名　心と心のあく手（出典　わたしたちの道徳）

３　主題設定の理由

（1） ねらいとする価値について

児童は、家庭、園、学校から社会へと、人と関わりながら成長している。人の生き方で、他人を援助し親切にしようという気持ちは、とてもすばらしい。さらに、相手の立場に立って考えたり行動したりする経験を重ねることで、よりよい人間関係を形成することにつながると考える。
（２） 児童の実態について

この時期の児童は、友達と共に遊んだり学んだりしながら関わりを深めている。困っている友達に声をかけたり、手助けしたりすることをよく体験している。少しずつ相手の気持ちまで理解できるようになってきているので、さらに自分中心の見方でなく、相手の立場や思いを大切にしようとする気持ちを育てていきたい。
（2） 資料について

子どもが日常生活でふと迷うような一場面を示したものである。主人公のぼくは、道行くおばあさんを手助けしようと声をかけたものの、思うような返事が返ってこない。数日後、おばあさんのようすをよく見て、リハビリについて理解する。本当の親切とは何かを考えさせる資料である。
４　ねらい

　　　 ○　最初に声をかけたぼくと数日後に見守るぼくの気持ちの変化を通して、本当の親切とは何かを考え、他の人を思いやる道徳的心情を高める。

５　準　　備　（教）挿絵　ふり返りカード
６　指導過程

	時間
	学　習　の　流　れ
	教師の働き掛けと支援・留意点
	評　　　価

	導入
５

（5）

	１　自分が困ったとき、助けてもらった経験を思い出す。

△　友達から親切にされたことには、どんなことがありますか。

・　遊んでいて転んだとき。

・　忘れ物をしたとき。

・　一緒に遊んでくれるとき。
	○　日常生活で、友達と遊んだり、学んだりする場面を思い出させる。

○　日常生活で「親切」を意識することで、現時点での価値を再認識させる。
	○　日常生活で「親切」にされた場面を思いうかべることができたか。（観察・発表）

	展開
３７
（42）
	２　資料を読み、登場人物の気持
ちや行動について考える。

（１）資料を読む。
（２）前半部分の「ぼく」の気持ちや行動について知る。
　△　重い荷物を持って歩くおばあさんに声をかけたとき、
どんな気持ちでしたか。
	○　教師が挿絵を提示しながら範読していく。
○　帰宅途中の絵を使って、話の前半部分を確認させる。
○　困っている人を助けたい気持ちは、承認する。

	○　集中して資料を読むことができたか。
　　　　　　（観察）

	　　　
	　　
△　お母さんの話を聞いて、
おばあさんについてどんなことがわかりましたか。
　・　声をかけてよかったんだ。
　・　練習中だからことわった。
　・　もし、次に見かけたら…。
	○　残念に思うぼくの気持ちを確認する。
○　歩く練習中だったので援助を断ったということを確認する。
○　おばあさんが本当はどんな気
持ちだったのか、考えを出させ
る。
	○　残念に思う気持ちに共感できたか。
（発表・観察）

	
	（３）数日後、ぼくの気持ちが
　変化したことを知る。
　▲　おばあさんの後ろをそっとついていくとき、ぼくはどんな気持ちでしたか。

　・　声をかけなくてよいか。

・　がんばれ、おばあさん。

・　しばらく見ていよう。

　△　おばあさんの笑顔を見たぼくはどんな気持ちでしたか。

　・　上り切ったから、安心。

　・　声をかけなくてもよかっ
たんだ。
　・　手助けをすることが良いとは言えない。
△　「本当の親切」とは、どんなことですか。
　・　相手の気持ちが分かる。
　・　相手を思いやること。
・　相手を分かっての手助け。
	○　ぼくの気持ちや行動が変わったことを確認する。

○　ねらいとする声をかけた「ぼ
く」と見守る「ぼく」の気持ち
の変容をとらえさせたい。
○　心情を一言で表現するのではなく、理由を加えるように助言する。

○　場合によっては、親切な気持ちがあってもすぐに行動しなくてよいことに気づかせる。
○　相手の立場に立って、親切な行動をとるのがよいということをとらえさせる。
	○　声をかけないで見
守るぼくの気持ちに
共感できたか。

（発表・観察）

　 
○　本当の親切とは何かを考えて書いているか。　　（カード）

	終末

３
(45)


	３　学習したことを振り返る。
（１）教師の説話を聞く。
（２）「親切」について自分の考えを見つめ直す。
	○　相手を気づかったり思いやったりする行動が、周りを笑顔にすることを話す。
	


○　板書計画

（ぼくの気持ちの変化について）相手を思いやることで、行動が変わることを捉えているか。　（カード）
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